































1990 - 3 _ 丨（月丨回発行) 


月刊 • え<てびあ/ IT 立川と語ろう • 立川に生きよラ 


通赛 68 巻 


真如苑だより 


多摩最大の店舗網 


みなさまの暮らしや 
ニーズに合わせて、 
幅広いサービスに 
つとめています。 


‘サ 〆 粉 P の7ィク 

嫌中 

本 JK 〒丨90立川 m 罐町2 - B -28 
ft ( W 2 S ) 2¢- 1111 ( ft ) 




表紙は語る 


，い A 一と ■油》 

「待 春 白霉山 j 好 》田 食邸 


漢字テスト® 


空镯に一字挿入を試みよ.， 

►同籲異夢 
►三抨籲抨 


• 3 月〗 (Ml 日# 

立川市地域文化会 
フェステイバル 

壜所ウイル9 F ウイルホール 

金詳 I くは0^2773 


春1:なりまし ； T 
幾たびか、この街を0：く染 
めた今年の冬で I たが，それ 
だけに春の訪れが待ちどおし 
い n 々で L た" 

こころあたために、*如苑 
の! ,, J をくぐつて ft ませんか。 
早畚の爽やかな午後をお®ご 
L になりませんか。 

0 

■日時3月15日米 

Y * 後2時〜イ時 



_ 御本蟓、與如宝物綰をはじ 
めと L て映 1011 など ! SI り//くさ 
んの用意が I てございます。 
■ 立川布 1£< 成人)に限らせて 
頂きます。 

■ お申し込みは「ぇくてびあ 
ん♦コンバ -I オン」 { 本 a: を手 
渡してくれた人》へ。 


t 立川クイズ ■ 

多 * の I 寒 ftl : 過ぎなかった立 
川ですが、今や三多摩の中心と L 
て n をみはるばかりの発展ぶり。 
銜の讶»も年々変找をとげており 
ます。さて • その立川に昔•「山の 
小学校」と呼ばれていた^校があ 
りました • 今からはとても想*ら 
つかないことですが • それ ur こ 
の学校でしょうか。わかるかな？ 
0^ 尔弟九小学校 { 上砂 • 町 2TB) 
@40 立第一•小学校一咪町 3 丁 n> 
•松中小学校 { | 恭町 5 丁目 ) 
〔2月号の答〕 

立川の街をバス 
が走りはじめたの 
は開來人震災以後 
fcfrc われています。 

3 時，現在の立川 
郵 ^^ の*あた〇 
にあ - 〇た「來盛舎 
牧場」の経常で， 

一台き〇の W 馬車のょうなバスが 
立川 1 横 | 1 | 間を40钱为運《でトコ 
トコと走っていたそうです。 


HSS 染 

昭和 六年に「ミス • ビ— ドル 号 
が 青森 麻の 1 こ沢を 飛 立うて 7 メリ 
力のワシントン 州ゥ エナクチまで 
史 h 初の太平洋 無吞陸横断 飛行に 
凼 功したこ t はょ く珀 られ てい i 
す " ミス • ビ—ドル号が出発 前 
l:tt 川衹行 場に mf^etfi のため立 
ち 寄つていつたことは あまり 知ら 
れ ていません。その 時に 飛行士を 
励まそぅと 少年が リンゴを五つ差 
入れたそぅです•その 御 钆にゥエ 
ナッ チ rb - からデリシヤスの 苗木が 
三沢市に脚ら れ ♦ これが 榷： at な 
つて R 本が リンゴ王国になつたと 
いわれております * ニニ 田® 吉さ 
んが，このことを fi く 市民に 伝え 
られたらと#森のリンゴ 试駚埸 か 
ら 「係木」を W つてもらい市内の 
公 [9(: 植えられ i した•.えくて 
びぁん «き 光の すみれ かな 

( Bm J 石 W 教* 小 Jlltt 子裨 山 :|| 予 _ 川 瑁 
山 田*?中！！：蚝 * + 沢 jE u IX 田饵不 
<7 11 ) 天 ffAM ; 徵權 一明± 田毚ぷ 

スタ； N す 7 S 今枝 tMle 本多« 



ばちばちと絵を描き始め 
て 25 年•立川类術会に仲問 
入りをし•世話役をながく 
勤め ^ が付いてみると16年 
の * fl があつといぅまにた 
つていたといラ飯田吉邱さ 
ん < 肀町 5 丁 R0 会になく 
てはならない人である**今 
回の作品 U •白岛にて描か 
れたもの ♦ 「ながい IW 描いていますから * 
あつちこつちに民衔才丨ナ I の知り合い 
がい i して，いい時 ^ になると窀 ft をド 
さるんです " この絵も •¥ の少なかった 
昨年 1 月のころの t ので•笨が降ったょ 
と、いつもの逨絡 
が入って ?- 々 r •身 
支度を L て描きに 
いった時のもので 
す r 

スケッチにいか 
れる時はいつも仲 
問を座れだって、 

ここ％ C 和 i せて行くのが， 

る n ツのょぅで*る。 

埸ではば完成のところまで描きあげ， 
兒えすぎた部分をアトリエで手を加えま 
す•その時は，現場で描いている時以上 
<:感勧を身にたぎらせて描きいれていき 
ます。つい a を忘れてしまいますな— J - 



>のを上げ 


—ml 



今年も 毎竿 llr 26 nl : 行 
- 文化財防火デ — JSIM なわれている「文 
化 M 防火デー」に合わせ、 24 .25 . 26 口の 
3R 問立川消防 ??• 各 C 一衛消防隊にょ〇 
防火迷觔が ,« 拥された * 大正 2 年に (1 |指 
定された茌済寺 W 山 物 
外和尚坐*を始めと す 
る 24 の有形•無形の文化 
財がわが街にはあり、 
この掛けがえのない宝 
を大切に未来ビトに伝 
えたいものである。 

立川 •ASI の ^ i a 

「低山」に人気 

「多咿の低山」の 
押 各で知られる守屋 
能男先生 川. 中 
教 が、 lH 28 m 
渑の上全館で » «• 

低山の魅力をあます t ころなく語今、集 
ic た「低 山 フアン」を兹ばせた。山， 
A きが^えに#.からずの所以を、ご6 身 
の体软とスライドを职使しなが4、 2時 
問近い及*で力说、会蜗を热くした。 




レスト H 

% 野象 Tn 


• ラン「シ K •タスヶ 」{|« 叮 2 丁 0> の料 il 人， 
さんは -I アカデミック • イスパニスタ 」 (« 
岣町 3 丁 0= 桜庭枨 7 さん :1 £^>でスぺイン语を淠 
つて一年になる。「フランス科观はいわば'完成され 
た料岬 " その It 術を I つかり身につけた上で地方 n 
埋としてのスペイン 5 :瑰をやつていきたいですね」 
t • そう 3 くないユメを語り a じめた ” 

スペイン c : uBar < バール)とょばれる ft * がたくさ 
んある。そう•フーフンスのビストロ tA つたらいい 
だろうか'-索村を生かした 
料理法とお客さんとの n ミ 
ユニヶ I ションを密に I た 

店をもち /: い。これが la 野 
さんのユメで • n トバを油 
して人 • 土地 • 風土、料珂 
と確実 1: 歩を進めている " 



留 —I て， n+^ にいてはわか • しない：：：木のこと 
を学びたい、知りたい • といぅ -H 持と • 色々な Ltl 々 
の人が持つている文化を ^ 一分の： m で lif かめたいと思 
いまして ** できればアメリカオレゴン ni のリンフィ 
f ルドカレ •/ ジに行さたいと啪つて！生*!命やつて 
いま寸 " 刻一刻变わるアメリカ.苒菜の状況など 
も炎会沾を習 -0 ている 0$< 蚝会站学烷|荣峋町 
37* 口》で ?% ぇていた ^ き， # JS なものと I ていま 
す " {8 学への寸モ f は M かなと考ぇてみるんですが • 
小さい頃アメリカンスク — 
ルで英詡を芮い、中学の時 
にホームスティをしたい I 
心に抱いていたせいかと思 
つていま L たが、やつばり 
海外に仕糸で行〇てた父の 
姿を兒ていた杉 5?- かな。 


MIC 


外国語を習ぅ。それ 
は「世界」が拡がるこ 
とだ。それも、学生時 
代のよぅに艇務的にで 
はなく、自分の興味がお 
もむくままにその国の 
「空気」に触れる。それ 
が春ともなれば、人生 
航路のユメは、遙かに 
翔んで、翔んで •• • 


«2 丁目にはらう*くか 
ら It んでいます It ど、 

一つ私には故郷があり IL 
て、生 nw 鄉が。大•止つ子 
で19 2 6年にインドネシ 
アで生けましてね、13丄 
の時1:£2本に戻つてきま1た"道 

そ n からインドネシアには行くこ it なかつたの 
ですが， S60 年に一度 • s61¥l 度の後毎年の 
ように )£ を連ぶようになつてゃ H 的は生れた場所を 
紡ねてみようと思つてね * インド木シア li. 1 } も少 々 as 
せま十が，やは〇他い 8 い英語を t 思い锒辣してい 
ます * あちらでは莢語を卞佼で学びますから，とて 
も {$ 利なんです。 2¥ 前に t 行きましたが tt んでい 
たぁた 0 の地芯も $0 、領車館にも#掛かりがなく 
て々 ^ 年もまた、 # を探しに行こうと思つています 6 




什亊の開係でょく來南ア 
ジアに fr く檐会があり i L 
テク -1 カルアドバィザ 
I といぅ立場から快械の说 
明をしなければならず，多 
少でも 6 ら英語を使って通 
訳のかたの fliu にならない 
•4 ラに L たいし、技術者の端くれ t して自分の n か 
ら〇社の K 31111 を说明出來ないなんてつまらないじや 
ないかと • 3 年前からヮールド务会话二恭町 2 丁 
目》さん l:f? い 1; さました。話せるのこそぅでない 
のとでは、例えば税関でちょっとしたトラブルで t 
活せると物が念外にスム—ズにクリアしちやラん 
で卞ょ ◊ 現地の方 !: も ^ 傾が ^ くなりますしね、会 
活の足りない部分は、 T- や身体を使っ r アクション 
を混ぜながら活すと相手の心に通じるょぅですなキ 




ぇ<てびあん 

エア ■ メ—ル 
•ボツクス 


偶然のことからここアフリカは 
ケニアのナィロビを旅 tf する檐 ^ 
に ®: まれました。友だちの I 人が 
S- 栾の先生をしていて • ある年 <; 
イン X ブルダで開かれた ff 亲祭で 
ケニアの合喵団の歌に * iil し、そ 
の屮の一人 • 口—ズさんという方 



と夂通をしていたのですが、 
ズさんが -I ぜひ私の国、ヶニアへ 
糸て下さい」といぅ 
招きで • 友だちの fir 
楽の先生，私、もぅ 
二人の友だちを jsl つ 
て四人で二 Jafw の tK 
です**思ぃ切って枨 
へ出て本当にょかっ 
たと思つています 0 
マレ—シア航空と 
モ IV シャ X 航空を 
衆りついでようやくナイ n ビへ • 
30時間，長い tK でし^ T でも•思 
い切つて 77 リカまで来てよかつ 
たのです。アンボセリ公 I9J やマサ 


イラマ公 M のょぅな国立の0然公 
阅を K 策しておりますと、ライオ 
ン、サイ•キリン•シマウマなど 
、牛き生きと L た姿が眼前で躍； g し 
ているのです。ある時、ゾウさん 
がすぐ眼の前に表われたので ， R 
くや•ら辖 I いやらでカメラをパチ 




LT <# t ， いつも新 If な行»力 
U みなぎつている*醒さんなら 
T はの被•どこへ行くに t 典 H 


リ * ラィォンが«物を食べてぃる 
時は一踉が 34 張りをして厢 M の is-ft 
物を威嚇しています•速くでハイ 
ェナがねらつています。そのまた 


次をハゲタカが待期してい 
て，いわば • 食べ残し*の 
顒恭を诗つているのです。 
こぅいぅ ) t* に d[ に核す 6 
t 自然の大きさ*«しさを 
感じます。 

また•ある口は気球に乘 
バり大アフ y 
力を一領。 
また*る日 
はキ y マン 
ジャロの夕 
« に « 觔。 

口—ズさ 
んですか， 
とつても D 
こもる tt ^ 
ぶりで、お料理もおいしい 
L •親戚の方が集まつてき 
て食後の n — ラスなど、^ 
觔感抑の梅 H です。 


oli 4 

^^»*独05&0?ご交 
本>袖 sm3fjw9slM 
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老雄といい噴*の重みという f そ 
れも3代ゥづけば論り尽く甘ない 
蝓 S があろう:》二の街にも沈 
て黪かな备物 ■<?> かすかずがそ二 
ここに隐办れている。 


創業の志に輝く多摩辨の味 



并班 •仕出しをやる 翁は、日 »め通しそばで茶店をやっていたという，そめ頃から a 又る と s 代自になるが、近代化 
されて さた！^ の中にも、_1瓤の精神とぬくもり ある味加裱は 絶やしたくないと56人の社！！たちと Bit •中 村 IE 久さん. 


中村亭 (柴 暗 f 丁目) 

明治35年•射衮。来年、90岡年 
を迎ぇる技嫌，-初代•久之助，二 
代 m • 茁維の志をついで：二代 B • 
正久さんが串いる『中村亭」の弁 
当は手づくりの眯で知られる"特 
に名物「多摩辨」は、定評あるコ 
ンチストで蘇の内部門 「 u 本一」 

に歸いたことも。立川釈にまだ& 
行が ih まらない頃から築いた味の 
评価は、今 H ゆるぎない* 


















